
  

航空機の公共チャーター運用におけるの公共チャーター運用における公共チャーター運用におけるチャーター運用におけるにおける
生産性評価

衣川　摂哉

２０１８年１１月２４日



  

序

現在と今後の日本ではと今後の日本では今後の日本ではの公共チャーター運用における日本ではでは

　自然的 , 人為的な大災害への対応大災害への対応への公共チャーター運用における対応
が切実である切実であるである.

　国土全体の産業活性化への方策がの公共チャーター運用における産業活性化への方策がへの公共チャーター運用における方策がが切実である
求められているめられている.

 離島 , 山間地に僻地が多く人口減少に僻地に僻地が多く人口減少が切実である多く人口減少く人口減少人口減少
地に僻地が多く人口減少域が増加しているが切実である増加しているしている.



  

そこで, 

航空機の公共チャーター運用におけるにより環境負荷を低減しつつ環境負荷を低減しつつを低減しつつ低減しつつ2地に僻地が多く人口減少点間輸送能力のの公共チャーター運用における

増大を低減しつつ図る公共チャーター運用の実現可能性を考えるる公共チャーター運用におけるチャーター運用におけるの公共チャーター運用における実である現可能性を低減しつつ考えるえる,



  

公共チャーター運用におけるチャーター運用における
対象飛行領域が増加しているの公共チャーター運用における輸送要請を随時受け航空機に指示する管制部を低減しつつ随時受け航空機に指示する管制部け航空機の公共チャーター運用におけるに指示する管制部する管制部
により環境負荷を低減しつつ複数の航空機を運用するの公共チャーター運用における航空機の公共チャーター運用におけるを低減しつつ運用におけるする. 

  管制部は受け航空機に指示する管制部けた輸送要請を順次最適の航空機に指示する輸送要請を随時受け航空機に指示する管制部を低減しつつ順次最適の航空機に指示するの公共チャーター運用における航空機の公共チャーター運用におけるに指示する管制部する. 

  各航空機の公共チャーター運用におけるは管制部の公共チャーター運用における指示する管制部により環境負荷を低減しつつ2地に僻地が多く人口減少点間輸送飛行を低減しつつ連続的に
実である施しし, 飛行系を形成するを低減しつつ形成するする.

  そして複数の航空機を運用するの公共チャーター運用における機の公共チャーター運用における体の産業活性化への方策がによる飛行系を形成する群により対象飛行領域の輸送要により環境負荷を低減しつつ対象飛行領域が増加しているの公共チャーター運用における輸送要
請を随時受け航空機に指示する管制部に対応する.

 更にに, 対応可能な大災害への対応輸送要請を随時受け航空機に指示する管制部を低減しつつ限定しない非限定飛行系群を汎用しな大災害への対応い非限定しない非限定飛行系群を汎用飛行系を形成する群により対象飛行領域の輸送要を低減しつつ汎用における
輸送機の公共チャーター運用におけるにより環境負荷を低減しつつ実である現する運用におけるが切実である公共チャーター運用におけるチャーター運用におけるである.



  

組合せ運用せ運用運用における

複数の航空機を運用する機の公共チャーター運用における種の非限定飛行系を利用しての公共チャーター運用における非限定しない非限定飛行系群を汎用飛行系を形成するを低減しつつ利用におけるして
長距離2地に僻地が多く人口減少点間輸送要請を随時受け航空機に指示する管制部に応える

単一のの公共チャーター運用におけるVTOL機の公共チャーター運用におけるによる非限定しない非限定飛行系群を汎用飛行系を形成するでは
2地に僻地が多く人口減少点間輸送で所用における時間の公共チャーター運用における要求められているが切実である満たた輸送要請を順次最適の航空機に指示する
せ運用な大災害への対応い場合せ運用



  

V-22改修機の公共チャーター運用における

単一のVTOL機の公共チャーター運用におけるによる非限定しない非限定飛行系群を汎用飛行系を形成する

VTOL機の公共チャーター運用における2機の公共チャーター運用における, STOL機の公共チャーター運用における1機の公共チャーター運用におけるによる
非限定しない非限定飛行系群を汎用飛行系を形成する群により対象飛行領域の輸送要

発進点から到達点に到る
飛行の公共チャーター運用における組合せ運用せ運用により環境負荷を低減しつつ輸送
要請を随時受け航空機に指示する管制部に応える.

V-22改修機の公共チャーター運用における　No.1

C-1改修機の公共チャーター運用における

飛行系を形成する 1

飛行系を形成する 2

V-22改修機の公共チャーター運用における  No.2飛行系を形成する3



  

運用における生産性相対評価指数の航空機を運用するPEI-1a

公共チャーター運用におけるチャーター運用におけるによる環境適の航空機に指示する合せ運用の公共チャーター運用における達成する度を測る尺度とを低減しつつ測る尺度とる尺度を測る尺度とと今後の日本では
して運用における生産性相対評価指数の航空機を運用するPEI-1aを低減しつつ用におけるいる.

2つの公共チャーター運用における運用における A, B の公共チャーター運用における入力の項目IA,i (i=1～6), IB,i (i=1～6),出
力の項目OA,i (i=1～5), OB,i (i=1～5)により環境負荷を低減しつつ, 運用におけるBに対する
運用におけるAの公共チャーター運用における運用における生産性相対評価指数の航空機を運用するPEI-1aは次の公共チャーター運用における通り表り環境負荷を低減しつつ表
される.



  

入出力の項目

入出力の項目は運用における毎に全ての飛行を対象に算出されに全ての公共チャーター運用における飛行を低減しつつ対象に算出され, 
次の公共チャーター運用における通り表り環境負荷を低減しつつ構成するされる.



  

運用における生産性相対評価指数の航空機を運用するPEI-1aの公共チャーター運用における詳細

         判定値　　　　　1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　
        確率　　   2/3 以上 1 以下
         判定値　 　　　 3
移動均等度　O5
   受動飛行系における各受動飛行の方向と距離の分における各受動飛行の方向と距離の分各受動飛行の方向と距離の分方向と距離の分と距離の分距離の分の方向と距離の分分
布の均一性は地球規模の輸送対応性と相関があるの方向と距離の分均一性は地球規模の輸送対応性と相関があるは地球規模の輸送対応性と相関がある地球規模の輸送対応性と相関があるの方向と距離の分輸送対応性は地球規模の輸送対応性と相関があると距離の分相関があるがある各受動飛行の方向と距離の分.
 　各受動飛行の方向と距離の分発進点から到着点への方位角を北をから到着点への方位角を北を到着点から到着点への方位角を北をへの方向と距離の分方位角を北をを北を北をを北を 0
度と距離の分する各受動飛行の方向と距離の分時計回りの角度りの方向と距離の分角を北を度 θd,kで表し表しし, 方位角を北を範囲群を次を北を次
の方向と距離の分通りに設定するりに設定する各受動飛行の方向と距離の分.

0°≦ θd<30° Δθd ,1 180°≦θd<210° Δθd ,7

30 °≦ θd<60 ° Δθd ,2 210°≦θd<240° Δθd ,8

60 °≦ θd<90 ° Δθd ,3 240°≦θd<270° Δθd ,9

90°≦ θd<120 ° Δθd ,4 270°≦θd<300° Δθd ,10

120°≦θd<150 ° Δθd ,5 300°≦θd<330 ° Δθd ,11

150°≦θd<180 ° Δθd ,6 330°≦θd<360 ° Δθd ,12

  そして, 各方位角を北を範囲に該当する受動飛行の数する各受動飛行の方向と距離の分受動飛行の方向と距離の分数
N θd , i   (i=1~12)i=1~12)の方向と距離の分平均 N θd を北を次式で与えるで表し与えるえる各受動飛行の方向と距離の分.

  N θd
=
Σ
i
N θ d , i

12
  　　　　　　　　　　       　(i=1~12)44)

N θd を北を用いて標準偏差いて標準偏差 σ θd を北を次式で与えるで表し求めるめる各受動飛行の方向と距離の分.

標準偏差 σ θd , σ l を北を用いて標準偏差いて移動均等度 O5     

      を北を次式で与えるで表し定義するする各受動飛行の方向と距離の分.

O5=
1

σθ d⋅σ l
　　　　　　　　　　   　      　(i=1~12)48)

　以上定量化された入出力項目を用いされた入出力項目を用い入出力項目を用いを北を用いて標準偏差い,受動飛行系における各受動飛行の方向と距離の分と距離の分
選定航空機の組合せで決まる二つの運用の方向と距離の分組合せで決まる二つの運用せで表し決まる二つの運用まる各受動飛行の方向と距離の分二つの運用つの方向と距離の分運用いて標準偏差 A,B につい
て,運用いて標準偏差 B に対する各受動飛行の方向と距離の分運用いて標準偏差 A の方向と距離の分生産性は地球規模の輸送対応性と相関がある変化された入出力項目を用い率を北を評価するする各受動飛行の方向と距離の分
運用いて標準偏差生産性は地球規模の輸送対応性と相関がある相対評価する指数 PEI-1a を北を次式で与えるで表し定義するする各受動飛行の方向と距離の分.

      PEI−1a ≡
Π
i=1

5 OA ,i
OB ,i

Π
i=1

6 I A ,i
I B ,i

　　　     　　           　　(i=1~12)49)

Π
i=1

5 O A ,i

O B ,i

=
OA ,1
O B ,1

⋅
O A ,2

O B ,2

⋅‥‥⋅
O A, 5

OB , 5
 　　        　  (i=1~12)50)

Π
i=1

6 I A ,i
I B ,i

=
I A ,1
I B ,1

⋅
I A ,2
I B ,2

⋅‥‥⋅
I A ,6
I B ,6

            (i=1~12)51)



  

運用における生産性相対評価指数の航空機を運用するPEI-1aの公共チャーター運用における組合せ運用せ運用運用におけるへの公共チャーター運用における適の航空機に指示する用における
単一のの公共チャーター運用における2地に僻地が多く人口減少点間長距離輸送について

運用におけるB　　　単一のの公共チャーター運用におけるV-22改修機の公共チャーター運用におけるによる運用における

に対する

運用におけるA　　　V-22改修機の公共チャーター運用におけるNo.1 , C-1改修機の公共チャーター運用における ,  V-22改修機の公共チャーター運用におけるNo.2　
　　　　　　　による組合せ運用せ運用運用における

の公共チャーター運用における相対的運用における生産性を低減しつつPEI-1aにより環境負荷を低減しつつ求められているめる.



  

PEI-1aの公共チャーター運用における計算

機の公共チャーター運用における体の産業活性化への方策がの公共チャーター運用における設定しない非限定飛行系群を汎用



  

運用におけるの公共チャーター運用における設定しない非限定飛行系群を汎用と今後の日本では計算結果
V-22改修機の公共チャーター運用におけるNo.1　　　C-1改修機の公共チャーター運用における　　　　　V-22改修機の公共チャーター運用におけるNo.2

V-22改修機の公共チャーター運用における
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P
E

I-
1

a

V-22改修機の公共チャーター運用におけるNo.1　　　C-2改修機の公共チャーター運用における　　　　　V-22改修機の公共チャーター運用におけるNo.2
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結論
3000kmの公共チャーター運用における2地に僻地が多く人口減少点間輸送について

運用におけるB　　　単一のの公共チャーター運用におけるV-22改修機の公共チャーター運用におけるによる飛行       に対する

運用におけるA-1   V-22改修機の公共チャーター運用における　No.1 (500km) , C-1改修機の公共チャーター運用における　(2000km), V-22改修機の公共チャーター運用における　No.2(500km) 
の公共チャーター運用における飛行

及びび

運用におけるA-2   V-22改修機の公共チャーター運用における　No.1 (500km) , C-2改修機の公共チャーター運用における　(2000km), V-22改修機の公共チャーター運用における　No.2(500km) 
の公共チャーター運用における飛行

の公共チャーター運用における運用における生産性相対評価指数の航空機を運用するPEI-1aの公共チャーター運用における計算結果を低減しつつ示する管制部した輸送要請を順次最適の航空機に指示する. 

C-1改修機の公共チャーター運用におけるにより環境負荷を低減しつつ高速化への方策がした輸送要請を順次最適の航空機に指示する運用におけるA-1の公共チャーター運用におけるPEI-1a は 1 を低減しつつ大きく人口減少下回りり環境負荷を低減しつつ, C-2改修機の公共チャーター運用におけるにより環境負荷を低減しつつ更にに高
速化への方策がした輸送要請を順次最適の航空機に指示する運用におけるA-2の公共チャーター運用におけるPEI-1aはさらに低下した輸送要請を順次最適の航空機に指示する.

数の航空機を運用する千kmに及びぶ2地に僻地が多く人口減少点間輸送飛行を低減しつつV-22改修機の公共チャーター運用におけるによる場合せ運用より環境負荷を低減しつつ高速化への方策がし, 且つつPEI-1aを低減しつつ向上
させ運用ること今後の日本ではは現用における実である用における改修機の公共チャーター運用におけるによっては困難であると言えそうであるであると今後の日本では言えそうであるえそうである.



  

今後の日本ではの公共チャーター運用における課題

航空機の公共チャーター運用におけるの公共チャーター運用における公共チャーター運用におけるチャーター運用におけるによる運用における生産性を低減しつつ高め, 災害への対応
対応, 活性化への方策が地に僻地が多く人口減少域が増加しているの公共チャーター運用における拡大等の環境適合による効果を得るための公共チャーター運用における環境適の航空機に指示する合せ運用による効果を低減しつつ得るためるた輸送要請を順次最適の航空機に指示するめ
には, 汎用における輸送機の公共チャーター運用におけるの公共チャーター運用における新規開発が切実である必要であり環境負荷を低減しつつ, その公共チャーター運用における実である現性を低減しつつ高
める要素技術であるエンジン翼の研究を継続していくことは重であるエンジン翼の研究を継続していくことは重の公共チャーター運用における研究を継続していくことは重を低減しつつ継続していく人口減少こと今後の日本ではは重
要である.
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